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100年前と現代をつないで―
着物の魅力を発信したい

■松前町ホームページアドレス　https://www.town.masaki.ehime.jp/　■携帯電話　http://www.town.masaki.ehime.jp/mobile

　永田交差点から県道砥部伊予松山線を北方向
へ入りしばらく進むと、右手に見えてくる｢七草｣
と書かれた看板。｢何のお店だろう｣と誘われて路
地を進むと左手にレトロな外観の建物が―。和装・
着物・古美術などを扱っているお店です。
　出迎えてくれたのは重松義宜さん＝永田＝。普段
は各地のせり場で買い付けた着物の販売や着用時
の見立てなどを行っています。
　明治時代に作られたアンティークの着物を眺
めながら、｢昔の職人はとても仕事が細かいんで
す｣ と話す義宜さん。｢自然のもので生地を染め
ていたり、アクセントに手縫いの刺しゅうを施し
ていたり、一つ一つに職人の思いが詰まってい
る｣ と目を輝かせます。丁寧に作られているから
こそ、保存状態がよければ 100 年以上前のもの
でも着られるという着物。義宜さんは、そんな着
物の魅力をより多くの人に知ってもらおうと、月
の半分はせり場での仕入れに駆け回っています。
　晴れ着として着る機会が多い着物ですが、身近
に感じてもらうためにも｢おしゃれ着として気軽に
楽しんでほしい｣と願う義宜さん。ちょっとした食
事会に着ていくなど、普段着として挑戦してみると
また違った着物の魅力に気付けるかもしれません。
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1  フジとショウブがあしらわれた明治
時代の着物　2  レトロな外観の ｢なな
草｣　3  着物を着てほほ笑む義宜さん
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